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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 14,349 △5.5 938 △36.3 917 △36.1 431 △55.3

22年3月期 15,189 △14.6 1,473 75.8 1,435 76.3 963 ―

（注）包括利益 23年3月期 440百万円 （△55.5％） 22年3月期 989百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 13.10 ― 4.8 4.8 6.5
22年3月期 29.29 ― 11.7 7.0 9.7

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  ―百万円 22年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 18,275 9,212 49.8 276.29
22年3月期 19,605 8,840 44.6 265.39

（参考） 自己資本   23年3月期  9,093百万円 22年3月期  8,734百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 2,189 △607 △1,881 1,849
22年3月期 605 502 △1,258 2,149

2.  配当の状況 

（注）24年３月期 期末の配当につきましては未定としております。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 65 6.8 0.8
23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 98 22.9 1.1

24年3月期(予想) ― 0.00 ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,500 △0.2 220 △28.8 200 △33.3 120 102.2 3.65
通期 14,500 1.0 720 △23.3 700 △23.7 400 △7.3 12.15



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 32,930,749 株 22年3月期 32,930,749 株

② 期末自己株式数 23年3月期 19,657 株 22年3月期 19,357 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 32,911,167 株 22年3月期 32,912,454 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 11,991 △10.4 671 △46.8 646 △46.1 252 △68.3

22年3月期 13,377 △13.2 1,263 116.9 1,200 104.7 797 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 7.68 ―

22年3月期 24.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 16,354 8,467 51.8 257.27
22年3月期 17,389 8,286 47.7 251.79

（参考） 自己資本 23年3月期  8,467百万円 22年3月期  8,286百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
・ この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手 
 続は終了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
  実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
  は、添付資料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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（当期の経営成績） 

当連結会計年度における当社を取りまく環境は、地方自治体の厳しい財政事情による上下水道用

資材の需要減など引き続き厳しい状況で推移しました。 

このような環境のもと、当社は前連結会計年度に引き続き「事業の選択と集中」「キャッシュ・

フロー重視の経営」及び「間接部門のスリム化」に注力し収益向上に取り組んでまいりました。 

当連結会計年度の経営成績につきましては、売上高は水道用鋳鉄管の販売量の減少により前連結

会計年度に比べ８億39百万円減少し、143億49百万円となりました。損益につきましては、工場操

業の最適化、製造部門を中心とした原価削減により収益改善をはかったものの、売上高の減少影響

が大きく売上総利益は７億44百万円減少しました。一方、販売費及び一般管理費につきましては、

本社移転など間接部門を中心とした経費削減等により２億10百万円減少しました。その結果、営業

利益は前連結会計年度に比べ５億34百万円減少し９億38百万円となりました。経常利益につきまし

ても同様に５億18百万円減少し９億17百万円となりました。当期純利益につきましては、特別損失

として資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額１億２百万円を計上したこともあり、４億31百万

円となりました。 

  

（次期の見通し） 

現時点においては東日本大震災の次期業績への影響は不透明ですが、当社製品の最終需要家であ

る地方自治体等による公共投資は、引き続き低い水準で推移するものと思われます。一方、鋼屑、

コークスなどの原材料価格が上昇しており減益要因となる懸念があります。 

当社としては今後とも合理化に努め、利益の確保に取り組んでまいります。 

  

平成24年３月期(平成23年度)の連結業績見通しにつきましては、以下のとおりです。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

<連結業績>

売上高 14,500 百万円

営業利益 720 百万円

経常利益 700 百万円

当期純利益 400 百万円
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 ① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、182億75百万円と前連結会計年度末と比較して13億29百万円減少し

ました。これは主に現金及び預金の減少２億99百万円、商品及び製品の減少３億94百万円によるもの

です。 

負債合計は、90億62百万円と前連結会計年度末と比較して17億１百万円減少しました。これは主に

短期借入金（１年以内返済予定の長期借入金を含む）の減少５億91百万円と長期借入金の減少11億29

百万円によるものです。 

純資産合計は、92億12百万円と前連結会計年度末に対し３億72百万円増加しました。これは主に当

期純利益による利益剰余金の増加４億31百万円によるものです。 

その結果、自己資本比率は49.8%となっております。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における連結べースの現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、18億49百万

円と前連結会計年度末に比べて２億99百万円(14.0％)の減少となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の増加は、21億89百万円(前連結会計年度は６億５百万円の増加)となりまし

た。これは主に税金等調整前当期純利益７億94百万円、減価償却費10億15百万円及び棚卸資産の減少

３億36百万円によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は、６億７百万円(前連結会計年度は５億２百万円の増加)となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出７億45百万円によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の減少は18億81百万円(前連結会計年度は12億58百万円の減少)となりました。

これは主に長期借入金の返済による支出13億12百万円によるものであります。 

  

（２）財政状態に関する分析
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
（注）自己資本比率 ：自己資本／総資産 

時価ベースの株主資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※株式時価総額は、期末株価×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用

しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべて

の負債を対象としております（但し、リース債務は除く）。また、利払いについては連結キャッシュ・

フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

当社は、上下水道・ガス事業を中心とする公共性の高い業種であり、長期にわたる安定的な経営

基盤の確立が重要であると考えております。したがって、将来の事業展開に備えた内部留保に配慮

しつつ、株主各位への安定的な配当の維持を基本方針としております。 

当期につきましては従来の配当予想を２円としておりましたが、当期純利益が４億31百万円と当

初見通しを上回ったこと、また自己資本比率が49.8％と純資産も回復したこともあり、３円/株を

予定しております。 

次期の配当につきましては、業績の動向を見極めつつ検討いたします。従って、現時点では未定

といたします。 

  

 該当事項はありません。 

平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期

自己資本比率 38.4％ 40.4％ 36.5％ 44.6％ 49.8％

時価ベースの自己資本比率 33.3％ 21.5％ 20.1％ 23.8％ 38.2％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

10.5年 26.5年 4.4年 9.6年 1.9年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

6.7倍 2.2倍 12.9倍 5.2倍 23.6倍

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）継続企業の前提に関する重要事象等
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 当社の企業集団は、当社と連結子会社４社及びその他の関係会社２社で構成され、上下水道・ガス用資材

であるダクタイル鋳鉄製品（鋳鉄管、鉄蓋）、樹脂管及び関連付属品の製造販売を主な事業としており、さ

らに倉庫業、道路貨物運送業及び「産業廃棄物の運搬及び積み替え保管事業」等を展開しております。 

当社グループの事業内容と、当社及び主要な関係会社の当該事業に係る位置付けは、次のとおりでありま

す。 

  

 
  

事業の系統図は次のとおりであります。 

  
 

２．企業集団の状況

日鋳商事株式会社 当社の販売店

株式会社鶴見工材センター ガス用配管材等の保管及び運送

日鋳サービス株式会社 鋳鉄管類リサイクル事業等

利根鉄工株式会社 異形管・鉄蓋等の製造

ＪＦＥスチール株式会社 原材料等の購入等

日本鋳鉄管㈱ 　(5612)　 平成23年３月期　決算短信

－5－



  

当該決算短信は、次のURLからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.nichu.co.jp/ 

（東京証券取引所ホームページ(上場会社情報検索ページ)  

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

３．経営方針

 会社の経営の基本方針、目標とする経営指標、中長期的な会社の経営戦略、対処すべき課題につきま

しては、平成21年３月期決算短信（平成21年５月15日開示）により開示を行った内容から重要な変更が

ないため開示を省略します。
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,149 1,849

受取手形及び売掛金 4,740 4,955

商品及び製品 2,545 2,151

仕掛品 346 356

原材料及び貯蔵品 611 659

繰延税金資産 219 127

その他 677 230

貸倒引当金 △235 △203

流動資産合計 11,055 10,126

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,937 5,094

減価償却累計額 △3,521 △3,728

建物及び構築物（純額） 1,415 1,365

機械装置及び運搬具 15,757 15,400

減価償却累計額 △13,226 △12,979

機械装置及び運搬具（純額） 2,531 2,421

工具、器具及び備品 3,139 3,246

減価償却累計額 △2,939 △3,034

工具、器具及び備品（純額） 200 211

土地 3,336 3,336

リース資産 476 342

減価償却累計額 △275 △219

リース資産（純額） 201 122

建設仮勘定 3 110

有形固定資産合計 7,688 7,568

無形固定資産 87 67

投資その他の資産   

投資有価証券 105 91

繰延税金資産 15 29

破産更生債権等 － 945

その他 1,535 336

貸倒引当金 △883 △889

投資その他の資産合計 773 513

固定資産合計 8,549 8,149

資産合計 19,605 18,275
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,434 2,547

短期借入金 2,614 2,023

未払法人税等 269 236

賞与引当金 152 149

資産除去債務 － 5

その他 759 808

流動負債合計 6,230 5,769

固定負債   

長期借入金 3,193 2,064

退職給付引当金 473 283

役員退職慰労引当金 43 28

繰延税金負債 245 246

負ののれん 149 108

資産除去債務 － 168

その他 428 391

固定負債合計 4,534 3,293

負債合計 10,764 9,062

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,855 1,855

資本剰余金 264 264

利益剰余金 6,612 6,977

自己株式 △3 △3

株主資本合計 8,729 9,094

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5 △1

その他の包括利益累計額合計 5 △1

少数株主持分 105 119

純資産合計 8,840 9,212

負債純資産合計 19,605 18,275
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（２）連結損益及び包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 15,189 14,349

売上原価 11,476 11,381

売上総利益 3,712 2,967

販売費及び一般管理費 2,239 2,028

営業利益 1,473 938

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 2 1

保険解約返戻金 9 －

負ののれん償却額 36 40

作業くず売却益 10 －

その他 29 30

営業外収益合計 89 73

営業外費用   

支払利息 117 84

その他 9 10

営業外費用合計 127 95

経常利益 1,435 917

特別利益   

固定資産売却益 313 10

貸倒引当金戻入額 － 25

その他 1 －

特別利益合計 314 35

特別損失   

固定資産除却損 36 40

減損損失 22 －

災害による損失 － 11

事業再編損 29 －

貸倒引当金繰入額 71 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 102

その他 1 2

特別損失合計 161 157

税金等調整前当期純利益 1,588 794

法人税、住民税及び事業税 369 264

法人税等調整額 232 82

法人税等合計 601 347

少数株主損益調整前当期純利益 － 447

少数株主利益 22 15

当期純利益 963 431

少数株主利益 － 15

少数株主損益調整前当期純利益 － 447

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △6

その他の包括利益合計 － △6

包括利益 － 440

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 424

少数株主に係る包括利益 － 15
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,855 1,855

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,855 1,855

資本剰余金   

前期末残高 264 264

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 264 264

利益剰余金   

前期末残高 5,648 6,612

当期変動額   

剰余金の配当 － △65

当期純利益 963 431

当期変動額合計 963 365

当期末残高 6,612 6,977

自己株式   

前期末残高 △3 △3

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △3 △3

株主資本合計   

前期末残高 7,765 8,729

当期変動額   

剰余金の配当 － △65

当期純利益 963 431

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 963 365

当期末残高 8,729 9,094
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 2 5

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2 △6

当期変動額合計 2 △6

当期末残高 5 △1

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 2 5

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2 △6

当期変動額合計 2 △6

当期末残高 5 △1

少数株主持分   

前期末残高 159 105

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △53 13

当期変動額合計 △53 13

当期末残高 105 119

純資産合計   

前期末残高 7,927 8,840

当期変動額   

剰余金の配当 － △65

当期純利益 963 431

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △50 7

当期変動額合計 912 372

当期末残高 8,840 9,212
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  （4）【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 1,588 794

減価償却費 1,048 1,015

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 102

減損損失 22 －

負ののれん償却額 △36 △40

貸倒引当金の増減額（△は減少） 75 △44

賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31 40

受取利息及び受取配当金 △3 △2

支払利息 117 84

固定資産除売却損益（△は益） △275 32

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 0

売上債権の増減額（△は増加） 275 74

たな卸資産の増減額（△は増加） 322 336

仕入債務の増減額（△は減少） △534 170

その他 △510 9

小計 2,103 2,571

利息及び配当金の受取額 3 2

利息の支払額 △117 △92

法人税等の支払額 △330 △291

訴訟関連損失の支払額 △1,053 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 605 2,189

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △310 △745

有形固定資産の売却による収入 863 191

無形固定資産の取得による支出 △26 △1

子会社株式の取得による支出 △26 －

投資有価証券の売却による収入 － 3

会員権の売却による収入 － 8

その他 1 △63

投資活動によるキャッシュ・フロー 502 △607

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,550 △580

長期借入れによる収入 1,450 172

長期借入金の返済による支出 △1,053 △1,312

リース債務の返済による支出 △102 △93

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △65

少数株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,258 △1,881

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △151 △299

現金及び現金同等物の期首残高 2,300 2,149

現金及び現金同等物の期末残高 2,149 1,849
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該当事項はありません。 

  

  

 
  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度

（自 平成21年４月１日

至 平成22年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成22年４月１日

至 平成23年３月31日）
―――――― 当（資産除去債務に関する会計基準等）

当連結会計年度より、「資産除去債務に関す

る会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 

平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当連結会計年度の営業利益及び

経常利益は、それぞれ23百万円減少し、税金等

調整前当期純利益は、126百万円減少しており

ます。

また、当会計基準等の適用開始による資産除

去債務の変動額は171百万円であります。
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（７）表示方法の変更

前連結会計年度

（自 平成21年４月１日

至 平成22年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成22年４月１日

至 平成23年３月31日）

―――――― （連結貸借対照表関係）
前連結会計年度において投資その他の資産

「その他」に含めて表示しておりました「破産
更生債権等」（前連結会計年度926百万円は、
総資産額の100分の５を超えたため、当連結会
計年度においては、区分掲記しております。

（連結損益計算書関係）
前連結会計年度において営業外収益の「その

他」含めておりました「保険解約返戻金」（前
連結会計年度２百万円）「作業くず売却益」
（前連結会計年度３百万円）は営業外収益合計
の100分の10を超えたため、当連結会計年度に
おいては、区分掲記しております。
前連結会計年度まで区分掲記しておりました

「手形売却損」（当連結会計年度７百万円）
は、営業外費用合計の100分の10以下であるた
め、当連結会計年度においては、営業外費用の
「その他」に含めて表示しております。
前連結会計年度において特別利益の「その

他」に含めておりました「固定資産売却益」
（前連結会計年度０百万円）は、特別利益合計
の100分の10を超えたため、当連結会計年度に
おいては、区分掲記しております。
前連結会計年度まで区分掲記しておりました

「役員退職慰労引当金戻入額」（当連結会計年
度1百万円）は、特別利益の合計の100分の10以
下であるため、当連結会計年度においては、特
別利益の「その他」に含めて表示しておりま
す。

――――――

――――― （連結損益及び包括利益計算書関係）

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関す
る会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年
12月26日）に基づき、財務諸表等規則等の一部
を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣
府令第５号）を適用し、「少数株主損益調整前
当期純利益」の科目で表示しております。
前連結会計年度において区分掲記しておりま

した「保険解約返戻金」（当連結会計年度１百
万円）「作業くず売却益」（当連結会計年度４
百万円）は営業外収益合計の100分の10以下で
あるため、当連結会計年度においては、営業外
収益の「その他」に含めて表示しております。

（８）追加情報

前連結会計年度

（自 平成21年４月１日

至 平成22年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成22年４月１日

至 平成23年３月31日）

―――― 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関す
る会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月
30日）を適用しております。ただし、「その他の
包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額
合計」の前連結会計年度の金額は、「評価・換算
差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を
記載しております。
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１. セグメント情報 

 （１）前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

  

１. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

当社は、販売市場・顧客の種類・業界に特有の規制環境等の類似性を考慮し、事業活動を展開し

ております。 

従って、当社は販売市場の類似性を基礎とした事業別セグメントから構成されており、「ダクタ

イル鋳鉄関連」及び「樹脂管・ガス関連」の２つを報告セグメントとしております。 

「ダクタイル鋳鉄関連」は、水道用ダクタイル鋳鉄管、水道用異形管、上下水道用FEM鉄蓋、水道

用付属部品の製造販売及び水道施設工事業、エンジニアリング事業を行っております。「樹脂管・

ガス関連」は、ガス用ダクタイル鋳鉄管、ガス用異形管、ガス用FEM鉄蓋、ガス用付属部品、ポリエ

チレン管、レジンコンクリート製品の製造販売、ガス用配管材等の保管及び輸送、産業廃棄物の収

集、運搬及び積み替え保管、古鉄類（金属、樹脂等）の販売を行っております。 
  

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益であります。なお、セグメント間の取引は、会社間の取引で

あり、市場価格等に基づいております。 

  

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

 
(注) 調整額は以下のとおりです。 

１． セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２． 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（2,626百万円）の主なものは、当社での余

資運用資金（現預金）、長期投資資金（投資有価証券）に係る資産等であります。 

（９）連結財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報)

（単位：百万円）
報告セグメント

合計 調整額
(注)

連結財務諸
表計上額ダクタイル 

鋳鉄関連
樹脂管・
ガス関連 計

売上高

外部顧客への売上高 13,380 1,808 15,189 15,189 ─ 15,189

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 1 16 17 17 △17 ―

計 13,381 1,824 15,206 15,206 △17 15,189

セグメント利益 1,290 184 1,475 1,475 △1 1,473

セグメント資産 15,275 1,702 16,978 16,978 2,626 19,605

その他の項目

減価償却費 1,000 47 1,048 1,048 △0 1,048

有形固定資産及び   
無形固定資産の増加額 472 37 510 510 ― 510
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 （２）当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

  

１. 報告セグメントの概要 

当連結会計年度において重要な変更はありません。 

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

当連結会計年度において重要な変更はありません。 

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

 
(注) 調整額は以下のとおりです。 

１． セグメント利益の調整額 0百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２． 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（2,104百万円）の主なものは、当社での余

資運用資金（現預金）、長期投資資金（投資有価証券）に係る資産等であります。 

  

（追加情報） 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

（単位：百万円）
報告セグメント

合計 調整額
(注)

連結財務諸
表計上額ダクタイル 

鋳鉄関連
樹脂管・
ガス関連 計

売上高

外部顧客への売上高 12,462 1,886 14,349 14,349 ─ 14,349

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 0 18 19 19 △19 ―

計 12,463 1,905 14,368 14,368 △19 14,349

セグメント利益 749 189 938 938 0 938

セグメント資産 14,528 1,642 16,171 16,171 2,104 18,275

その他の項目

減価償却費 966 49 1,015 1,015 △0 1,015

有形固定資産及び   
無形固定資産の増加額 813 44 857 857 ― 857
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（注） 算定上の基礎 

１. １株当たり純資産額 

   
２. １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失 

 
  

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
（自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成22年４月１日

至 平成23年３月31日）

１株当たり純資産額 265.39円 １株当たり純資産額 276.29円

１株当たり当期純利益 29.29円

潜在株式調整後
─円

１株当たり当期純利益

１株当たり当期純利益 13.10円

潜在株式調整後
―円

１株当たり当期純利益

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

項目
前連結会計年度 当連結会計年度

（平成22年３月31日） （平成23年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計
額（百万円）

8,840 9,212

普通株式に係る純資産額（百万円） 8,734 9,093

差額の主な内訳

  少数株主持分（百万円） 105 119

普通株式の発行済株式総数（千株） 32,930 32,930

普通株式の自己株式数（千株） 19 19

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数（千株）

32,911 32,911

前連結会計年度 当連結会計年度

項目 （自 平成21年４月１日 （自 平成22年４月１日
至 平成22年３月31日） 至 平成23年３月31日）

連結損益計算書上の当期純利益   
（百万円）

963 431

普通株式に係る当期純利益      
（百万円）

963 431

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ―

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,912 32,911

(重要な後発事象)

前連結会計年度

（自 平成21年４月１日

至 平成22年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成22年４月１日

至 平成23年３月31日）

――――― ―――――
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